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　早稲田大学は、2019 年 12 月、Cambridge　University 








1．国内外における OA の台頭と R&P










　CUP による R&P 契約は、大学図書館コンソーシアム
連合 JUSTICE（以下、JUSTICE）iv）にて正式に合意され
た OA モデルとしては国内初の事例であり、2020 年にお
ける国内導入機関数は本学を含めて 13 機関、うち私立大





































　2019 年 8 月末に公開された JUSTICE による CUP の





の APC 価格相場に関するデータを入手し、R&P を導入す
ることによる利益試算を入念に行った。
　10 月には、前項で述べた「全学的な予算構築」の足掛













































































ii）  日本国内でも、機関リポジトリに代表されるグリーン OA の整
備が進み、早稲田大学図書館においても 2005 年より機関リポ
ジトリの運用を開始した。
iii）  理念的には、OA 化が一定程度進むと、出版社による研究成果
の独占、即ち「購読」の果たす役割が相対的に小さくなるため、
購読費用の価格上昇は抑制され、各研究教育機関は将来的に適
正な価格競争の働いた出版費用を負担することになる。R&P
は、前述の「購読モデル」から「OA 出版モデル」への転換を
実現するため、一時的に「購読」と「出版」が両立する局面、
つまり“移行”段階にあるモデルと位置付けることができる。
iv）  国内大学における電子ジャーナルを中心とする学術情報の安定
的・継続的な提供を目的に活動するコンソーシアム。https://
www.nii.ac.jp/content/justice/
